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令 和 ８ 年 度 教 育 課 程 に つ い て （ 届 ） 

 

 このことについて、三鷹市公立学校の管理運営に関する規則に基づき、下記のとおりお届けします。 

 

記 

１ 学園の教育目標 

 (１) 学園の教育目標    

地域に根ざし、自らの生き方を主体的に切り拓き、創造性あふれ、国際性豊かな児童・生

徒の育成を目指す。 

○学び続ける人   ○共に生きる人   ○たくましく伸びゆく人 

 

（２） 学園の教育目標を達成するための基本方針 

   ア 学園で重点的に育む資質・能力 

        ＜令和８年度の目指す児童・生徒像（育成を目指す資質・能力）＞ 

◎自ら考え、行動し、自ら未来を切り拓いていく力 

○失敗を恐れず、積極的にチャレンジしていく力 

○常に学び続ける力 

〇共に生きる力を育んでいく力 

   イ 学園・学校目標の地域との共有及び連携・協働 

「三鷹市教育ビジョン 2027」に則り、９年間の一貫教育を通して、主体的・対話的で深い学び、

様々な交流活動を年間計画に位置付け、積極的に推進し、児童・生徒の人間力・社会力を育成す

る。三鷹の「目指す子ども像」として個人と社会のウェルビーイング、自らの幸せな人生とより

良い社会の創造に向かって、主体的に「人間力」「社会力」を発揮できる子どもたちを育成するた

め、3つの柱「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性等」をコミュニ

ティ・スクール委員会、保護者、地域、関係機関との協働のもと社会に開かれた教育課程全体で

育む。これら児童・生徒への豊かで実りある教育活動を行うために、児童の権利に関する条約の

四つの原則（①差別の禁止、②児童の最善の利益、③生命・生存・発達に関する権利、④意見を表

明する権利）を理解し、教職員、児童・生徒、保護者、関係機関や地域の方々の間に信頼関係を築

きながら連携・協働できるスクール・コミュニティの風土を醸成する。 

また、上記の「育成を目指す資質・能力」を育むため、にしみたか学園「アクションプラン」（児

童・生徒の具体的な行動目標）を以下のように策定し、学校・保護者・地域はこの目標の実現に向

けて互いに協力し取り組む。 

◎自分で目標を決めてみよう。 

〇みんなで友達を応援しよう。 

〇わからないことは自分から調べ友達に聞こう  

〇友達の話をよく聞こう。自分の意見を言ってみよう。 

 

これらを達成するために、以下を重点とする。 

ウ 基本方針 



 

〇確かな学力の定着 

(ア)「三鷹市小・中一貫カリキュラム（更新版）」「にしみたか学園カリキュラム」に基づいた９年

間の連続性と系統性のある学習指導を徹底し、基礎・基本の確実な定着を図るとともに、主

体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善を行い、常に学び続ける力を育成する。 

(イ)各種学力調査等の結果を活用し、児童・生徒の学力の伸長を図る。 

(ウ)兼務発令の利点を生かし、教科の連続性の視点で指導方法の工夫・改善を図るため、中学校

第１学年の授業に小学校の教員が乗り入れて、小学校段階の既習事項について指導する。ま

た、小学校６年生の体育・外国語（英語）の時間に中学校の教員が乗り入れて、専門性を生か

した指導を行う。 

(エ)学習用タブレット端末を活用し個別最適な学びを図るとともに、主体的・対話的で深い学び

の視点を授業に取り入れ、学習活動を通して「見方・考え方」を働かせる深い学びを目指す。

また、家庭での自学自習でも学習用タブレット端末を活用する。 

(オ)小学校中学年・高学年における一部教科担任制の利点を生かした、きめ細やかでより専門的

な指導を行う。 

(カ)不登校の児童・生徒に対して学習用タブレット端末の活用、別室指導等の学びの保障を行っ

ていく。 

 

〇豊かな心の育成 

(キ)教育活動全体を通して道徳教育の充実を図り、豊かな情操を育み、情緒の安定を図る。 

(ク)にしみたか学園「アクションプラン」のブラッシュアップ及び実践、交流活動、ボランティア

活動、キャリア・アントレプレナーシップ教育、地域学習等の教育活動全体を通して、人との

関わりを深め豊かな心を育てる。 

(ケ)ふれあいアンケートや Q-U（楽しい学校生活を送るためのアンケート）等の各種調査を活用し

て、いじめ・問題行動等への対応をきめ細かく行う。特にふれあい月間には、児童・生徒との

面談等で一人ひとりの児童・生徒の内面に迫る指導を充実する。面談を通して児童・生徒の

良い面を伝えるとともに、家庭との信頼関係を構築し、家庭・学校の連携を図っていく。 

(コ)教育支援の機能を十分活用し、学園すべての特別な教育的ニーズのある児童・生徒への対応

を行う。また、教育支援コーディネーターを中心に、学園として共通の個別指導計画・個別の

教育支援計画を作成・活用し、教育支援を推進する。また、適切な支援を継続するため学園教

育支援部を中心に情報共有を図る。 

(サ)オリンピック・パラリンピック教育「学校 2020レガシー」を継承して様々な教育活動に活用

していく。 

(シ)道徳教育を教育活動全般において取り組み、社会性を育み自己実現や挑戦する心を育成する

とともに、自分も他人も大切にできる人権教育の指導を行う。 

 

○健康・体力の増進  

(ス)体育、保健体育の指導方法等の工夫・改善、体育的行事の充実により体力の向上を目指す。 

(セ)体力・運動能力調査の結果から学園の課題を明らかにし、指導方法の改善を行い、体力・運動

能力の向上、安全に関する指導及び心身の健康の保持・増進に関する指導を、全体計画に位

置付け、教育活動全体を通して行う。 

(ソ)３校の体育担当や小・中一貫コーディネーターが中心となって体育の小・中相互乗り入れ授

業を組織的かつ計画的に実践し、一層の体力向上を図る。小学校６年生体育の授業に中学校

の教員が乗り入れ、専門性の高い指導を行う。 

(タ)中学校では校内マラソン大会を実施し、体力の向上を図り挑戦心を養う。 

(チ)運動部活動、地域合同部活動、小学校における放課後校庭開放などの充実を通して、体力の

向上を図る。 



 

   

○協働する学園 

（ツ）チーム学園で一体となり、児童・生徒の人権・意見が尊重され、安全・安心・快適は学校生活

が送れるような、魅力ある学園・学校づくりを推進していく。具体的には、児童・生徒の意見

を尊重した教育活動の推進（児童・生徒の意見を尊重した学校経営、デジタル・シティズンシ

ップ教育の推進、アクションプランのブラッシュアップ等）を行う。 

（テ） コミュニティ・スクールを基盤とし、学校・地域・保護者との協働体制を構築し、毎年実施

する学園・学校評価の結果を学園実施方策及び学園基本方針に反映し、より良い教育活動を

推進する。小学校６年生を対象とした授業体験（プレ講座）等の充実を図り、「三鷹市立学校 

小・中一貫教育に係わる実施方策」を推進する。 

（ト） 学園・学校の一体感を深め、９年間の学びをもとに、「１５歳の春」に自信をもって行動し、

自ら未来を切り拓いていける児童・生徒の育成を目指し、学園職員会議、学園運営委員会、

学園主任会等を通して教職員の相互理解と相互協力をより深いものにし、全教職員で学園生

を指導育成する体制を強化し、「チームにしみたか」の意識を醸成する。 

（ナ） 地域の青少年対策委員会、交通安全対策委員会、西部地区住民協議会、西多世代交流センタ

ー、町会・自治会等が活躍できるように放課後や土曜日に地域の施設等との連携をする。 

（ニ） コモンズの視点から「にしみたかアフタースクール」構想に基づき、地域団体との連携を 

図り子どもたちの居場所つくりを進めるとともに、地域に教育施設の開放を積極的に行い、

お互いが助け合う関係を構築し、「学校３部制」の第２部、第３部の充実を図り、学校に関わ

るすべての人が、安全・安心・快適に過ごせる学校風土や集団づくりを進める。 

（ヌ） 地域合同部活動 お茶・ダンス・空手道の活動を充実させ地域との連携を図るとともに、中

学校部活動の地域移行を促進する。 

（ネ） 教職員、児童・生徒、保護者、地域の方々と信頼関係を構築しながら教育環境を改善し、子

どもの成長を促せるようなスクール・コミュニティ風土の醸成を目指す。 

  

（３） コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校としての重点    

  ア コミュニティ・スクール委員会を核に、学校と地域との協働化を進める。特に、地域人財との連

携、学校サポート活動や広報活動、地域行事への児童・生徒・教職員の参加、地域住民や保護者の

参加を推進し、スクール・コミュニティを目指す。 

イ コミュニティ・スクール委員会では熟議や研修等を取り入れ課題解決を行い、委員が学園の基本

方針や経営計画作成等に参画する方式をつくる。そのため、年１回のコミュニティ・スクール委

員会と教員の合同熟議を実施する。 

ウ 児童・生徒の授業評価や保護者等の学園・学校評価を実施して、保護者や地域、コミュニティ・ス

クール委員の意見を学園運営に反映する。 

エ 学園研究会を通して、めざす児童・生徒の育成を図るとともに、小・中９年間を通して多様な学

びを推進する授業づくりや基礎学力定着のためのシステムづくりを行う。令和８年度の学園研究

は、次期学習指導要領改訂を見据えて、学園の重点目標である「自ら考え、行動し、自ら未来を切

り拓いていく児童・生徒の育成」を目的に取り組む。 

オ 小学校６年生対象のプレ講座、二中紹介、部活動見学、小学校５年生対象の中学校体験（二小・井

口小との交流）、あいさつ運動、ふれあいボランティア、学校行事への参加等、児童・生徒の交流

活動及び学園研究会や相互乗り入れ授業を核とした教員の交流を通して、学園の一体感の向上を

図る。 

  カ 学園・学校と家庭や地域、コミュニティ・スクール委員会との連携・協働により「チームにしみた

か」として児童・生徒の共に生きる力を育む。 


